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群
家
新
町
と
い
え
ば
、
近
く

に
今
城
塚
古
墳
、
素
盞
嗚
尊
神

社
や
嶋
上
郡
衛
跡
が
あ
り
、
西

に
如
是
川
・
東
に
芥
川
に
挟
ま

れ
た
農
耕
の
盛
ん
な
郡
の
中

心
地
だ
っ
た
様
で
す
。 

 

こ
の

今
城
塚

古
墳
の

北
東
の

エ
リ
ア

に
高
槻

市
の
福

祉
関
連

の
設
備
が
集
中
し
て
い
る
「
福

祉
ゾ
ー
ン
」
が
有
り
ま
す
。 

今
回
は
、
そ
の
中
の
「
高
槻
市

立
今
城
塚
公
民
館
」「
高
槻
市

市
立
つ
き
の
き
学
園
」、「
高
槻

市
立
療
育
園
」
、
「
高
槻
市
立 

郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ

る
さ
と
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

市
立
今
城
塚
公
民
館 

 

忙
し
い
中
を
館
長
自
ら
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
城
塚
公
民
館
は
、昭
和
６２

年
４
月
に
開
館
し
ま
し
た
。 

延
床
面
積
約
２
千
㎡
で
、 

高
槻
市
の
設
備
と
し
て
は
誇

れ
る
公
民
館
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
施
設
は
、
市
民
が
日
常

生
活
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
学

習
し
て
い
く
場
で
あ
る
と
共

に
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
自
ら
の
自
主
的
な
活
動

を
通
じ
て
、
そ
の
解
決
を
図
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動

の
場
で
す
。 

１
．
大
集
会
室
は
、
百
二
十

人
入
る
こ
と
が
出
来 

講
演
会

や
映
画
会
な
ど
多
人
数
の
集

会
に
使
用
出
来
る
。 

２
．
幼
児
室
は
、
お
母
さ
ん

が
学
習
す
る
間
の
乳
幼
児
の

保
育
室
に
な
る
。 

 

公
民
館
主
催
の
講
演
会
な

ど
で
は
お
母
さ
ん
は
講
演
会

へ
、
お
子
さ
ん
は
乳
児
室
で
お

預
か
り
す
る
と
の
こ
と
。 

３
．
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
、
側

面
に
鏡
張
り
で 

ダ
ン
ス
や
軽

体
操
な
ど
健
康
づ
く
り
の
場

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

市
立
郡
家
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー｢

ふ
る
さ
と｣ 

 

高
槻
市
に
居
住
す
る
老
人

が
、
健
康
で
明
る
い
生
活
が
営

ま
れ
る
よ
う
に
、
各
種
の
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
健
康
の

増
進
、
教
養
の
向
上
及
び
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
便

宜
を
提
供
し
、
憩
い
の
場
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

｢

ふ
る
さ
と｣

に
入
る
と
広

い
ロ
ビ
ー
か
ら
美
し
い
日
本

庭
園
の
中
庭
を
展
望
す
る
こ

と
が
出
来
、
さ
ら
に
そ
の
背
面

に
今
城
塚
古
墳
の
史
跡
公
園

の
埴
輪
祭
祀
場
が
見
え
ま
す
。 

通
路
も
広
く
、
健
康
増
進
関

連
・
趣
味
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
・
学
習
関
連
の
部
屋
と
設
備

が
整
っ
て
い
ま
す
。 

高
槻
市

老
人
会

本
部
の

事
務
所

も
有
り

ま
す
。 

Ｊ
Ｒ

高
槻
駅

と
郡
家
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

間
に
専
用
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。 

市
立
つ
き
の
き
学
園 

 
学
園
の
主
査
が
非
常
に
忙

し
い
時
間
に
丁
寧
に
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

つ
き
の
き
学
園
は
、
知
的
障

害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
知
的

障
害
者
の
更
生
施
設
（
通
所
）

で
す
。
主
と
し
て
、
養
護
学
校

高
等
部
を
卒
業
し
た
人
達
が

生
活
学
習
や
作
業
学
習
な
ど

を
通
し
て
身
辺
自
立
や
社
会

自
立
の
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

利
用
者
の
年
齢
が
18
～
21

歳
と
精
神
的
不
安
定
な
時
期

に
あ
た
り
、
一
般
作
業
所
に
て

安
定
的
に
作
業
が
出
来
る
よ

う
に
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
取

っ
て
あ
げ
る
こ
と
を
考
え
、
自

主
性
を
大
切
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

設
立
は
、
昭
和
４３
年
６
月 

主
と
し
て
中
学
校
養
護
学
級

卒
業
生
を
対
象
と
し
た
知
的

障
害
児
童
園
施
設
と
し
て
（
１

９
６
８
年
）
創
立
さ
れ
る
。 

昭
和
５５
年
５
月
、ニ
ー
ズ
の

変
化
・
増
大
に
対
応
す
る
た
め

知
的
障
害
者
厚
生
設
備
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り(

１
９
８
０

年)

現
在
地
で
認
可
を
受
け
ス

タ
ー
ト
し
た
。 

つ
き
の
き
学
園
の
園
芸 

Ｖ
Ｇ
槻
輪
は
、平
成
１８
年
７

月
か
ら
つ
き
の
き
学
園
の
園

芸
指
導
を
し
て
い
ま
す
。 

学
園
内
で
園
芸
を
通
じ
て
学

園
利
用

者
と
の

「
ふ
れ

あ
い
」

を
行
い

ま
す
。 

「
ふ
れ

あ
い
」

と
は
、
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
、
共
同
作
業
を

通
じ
て
の
ふ
れ
あ
い
で
す
。 

写
真
は
、５
月
１１
日
植
付
け

し
た
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ

ト
な
ど
の
７
月
１２
日
時
点
の

写
真
で
す
。 

市
立
療
育
園 

 

園
の
説
明
は
事
務
長
に
し

て
頂
き
ま
し
た
。
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。 

 

市
立
療
育
園
は
、
運
動
発
達

に
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も
の
機

能
訓
練
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、
運
動
発
達
に
遅
れ
が
あ

る
子
ど
も
は
、
精
神
面
の
発
達

が
遅
れ
が
ち
に
な
る
た
め
保

育
も
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
子
ど
も
を
家
庭
や
社

会
か
ら
切
り
離
さ
ず
発
達
を

促
し
て
行
く
た
め
に
も
保
護

者
と
共
に
通
園
す
る
施
設
で

あ
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
は
適
切
な
訓
練
や

保
育
に
よ
り
、
必
ず
発
達
す
る

も
の
で
す
。
子
ど
も
自
身
の
力
、

可
能
性
を
信
じ
、
そ
の
心
身
の

発
達
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

面
か
ら
指
導
・
援
助
を
行
っ
て

行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

療
育
園
は
、昭
和
４４
年
４
月

２２
日
に
公
民
館
に
一
室
を
借

り
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
年
の
６
月
５
日
に
母
子
寮

の
一
部
を
改
造
し
て
、定
員
２０

名
の
施
設
と
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、昭
和
５６
年
５
月
１
日

に
５０
名
定
員
の
認
可
施
設
と

し
て
、
群
家
新
町
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 
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8月度行事予定 
”自然と史跡の探訪：大山崎” 

月  日：平成１８年８ 月１７日（木） 

集合場所：阪急大山崎駅改札出口 １３：００ 集合 

 大山崎町歴史資料館 → 離宮八幡宮 → 国宝「待庵」  

→ 宗鑑句碑 → 大念寺 → 宝積寺 → 大山崎駅 

 

９月度行事予定 
 "自然と開発の調和を問う：成合地区" 

月  日：平成１８年９月２８日（木） 

集合場所：春日神社境内 １３：１５集合 

交通案内：市バスＪＲ南⑥乗り場 １２：４６ 上成合行き  

上成合下車 徒歩約5分 

 

上成合下車 徒歩約5分 

平成１８年８ 月１７日（木） 


